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右鎖骨下動脈の起始異常と右反凹神経相当校の線維分析
音田行夫* 福山イー[門*
([田和 50年3fJ 31日受付)
b要 日
千葉大学における 1973年の解剖学実習で， 右鎖骨下動l取を大動脈弓の最終枝とする破格に
遭遇した。
し この破格の発現頻度はおおむね 0.5%である。 
2. 右迷走神経幹は鎖骨下動派の前を下行し，それを反回する分枝はないが， 動派の前を内
上方に向かいl喉頭に至る分枝がある。これは経過の途中で心臓，気管および食道に細い神経を
多数分布する反回神経相当枝であり， 1侯頭に入る直前で迷走神経幹(第 7頚椎の高さ)と吻合
がある。 
3. 反回神経相当枝起始部乃有髄線維数は 5241本(直径 4μ 以下のもの 3182，4μ以上のも
の2059)である。直径 4μ以下の線維は約 80%が上行性， 20%が下行性である。これらの下
行線維乃大部分は迷走神経幹から吻合枝を経由して反回神経相当枝に流入したものである。直
径 4μ以上の線維は殆どが上行性であり，かつ経過の途中で分岐すると思われる。 
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吉署-
学で-系統解剖に供された約 850体のうちの第4例目にあ 
緒 P司 fこる。 
1) 度
動j取を大動脈弓の最終枝とする破格に遭遇した。 大動脈弓は正常な走行を示し，そこから次の順序で 3
1大動脈弓からの分右鎖骨下年の解剖学実習で，1973千葉大学における 
)。1枝が分岐する(図この破格に関する今までの報告は，殆んどが右鎖骨下
動脈の走行と，この動脈と気管，食道，神経等の関係を a. 総頚動脈幹:これは大動脈弓上端から起る。起始
述べたのみで，右反田神経についての記述は少ない。奥 部は外周囲 57mmの精円形のふくらみをなすが， すぐ
村と藤本1)が最近の本破格例の報告を表にしたが， 殆ん に左右の総頚却j市にわかれる。それらの外周囲は，右側
どの例で・右反回神経は欠如するという。しかしその代償 は32mmで構円形，左側は 30mmで円形を呈する。 
性の神経についての説明は全くない。それで今回は福山 b. 左鎖骨下動脈:これは総頚動脈幹より 21mm (中
の扇形細裂標本法2)により， 右反回神経相当枝乃線維分 心間距離)左側でやや前壁寄りの大動脈弓から起こる。
析を試みた。 外周囲は 34mmの円形で， これからわかれる惟骨動脈
は第 6頚椎横突孔に入る。 
c. 右鎖骨下動脈:これは大動脈弓の最終枝として左
所 見
鎖骨下動派より 24mm (中心開距離)離れて第 3胸椎
この破格は胃癌で死亡した 73才の日本人女性(死体 下端の高さでその後壁から起る。起始部はふくらんでお
番号 47-37)に見られ， 1957年より現在までに千葉大 仏その外周囲は 47mmある。食道と椎骨の間を走行
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Fig. 1. Poste1'io view of the ao1' ch. ight subclavian a1' y a1'ises as the last b1'anch1'tic a1' The 1' te1' 
of the ao1'tic a1'ch. The bica1'otic al'te1'y tl'unk is p1'esent. 
Fig. 2. Ante1'o・late1'alview，1'ight side. The l'ight vagus ne1've trunk l'uns in f1'ont of the sub-
clavian a1'tery，and its recurrent nerve does not recur the a1'tery. Anastomosing ramus 
between the vagus nerve tl'unk and the recurrent nerve is seen. 
Abbreviations. 

Aa，Arcus aortae; Ad，Aorta descendens; An，Anastomosing l'amus; Cd，A. carotis commllnis 

dextra; C5，A. carotis commllnis sinistra; Gm，Ganglion cervicale medium; Gt，Glandula 

thyreoidea; In，A. thoracica interna; NI，N.laryngeus inferior; Nr，N. laryngeus recurrens; 

Nv，N.vagus; 5d，A. subclavia dextra; 55，A. sllbclavia sinistra; Ti，A. thyreoidea inferior; 

Tc，Truncus bicaz、otiCllS; Tr，Trachea; V，A. vertebralis. 

.1する際には，その断面は有円形を呈する。この動脈は右 る。この反田神経相当校は， l'供頭に入る 30mm手前で
上方に 23mm進んで食道の右側に出， 35mm上行して 迷走神経幹(第 7頚椎上端の高さ)と細い神経をもって
急に右に向きをかえる。その向きをかえる所からわかれ |吻合している(1玄I 2)。なお左側の迷走神経幹および反回
る椎骨動械は第 6頚惟横突孔に入る。 神経の走行には異市'はみられなかった。
2) 右迷走神経と反田神経の関係 この破格例の右反田神経相当校，およびそれからの分
右迷走神経は右総頚動脈の外側を下行し，右鎖骨下動 校の模式図は図 3のごとくである。 
脈の前を通り胸腔に入る。その幹から鎖骨下動Il取を反問 ① 反田神経相当校起始部 
する分校はないが，第 2胸椎下端の高さからわかれて鎖 ② 心臓，気管および食道に分布する神経線維群 
骨下動脈の前を通り，甲状腺の方向に剥めに上行してl'供 ③ 下H供頭神経 
頭に至る分枝がある。これは経過の途中で心臓，気管お ④ 反四十時l経相当校と迷走神経幹とのl吻合校 
よび食道に分布する細い神経を多数分1支しており，正常 ⑤ 上および fi'民頭神経聞の交通校
体における反回神経と同じ機能を有するものと思われ 以上の各部位から標本を探取し， 福山の扇形細裂傑
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Fig. 3. Schematic drawing of the right vagus 
nerve. 
本2)を作成した。すなわち，まず神経片のまわりを包む
結合組織を除去して 24時間水洗したのち， 0.3%オスミ
ウム酸に入れ， 340 0の恒温器で 24時間固定染色する。
かしくて黒染した神経片を水洗後グリセリンに漫し，実
体顕微鏡下で両手に持った 2本の解剖針で丹念に細裂す
る。その際神経片の一端は裂かず，他の一端だけを細裂
して，末広型に拡がったいわゆる扇形細裂標本を作り，
それを鏡検するのである。
福山勺土有髄神経線維を直径， オスミウム酸染色性等
により，小径・中径・大径・最大径の 4種類に区分し
た。しかし今回の標本はホルマリン前固定をしているた 
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Tab!e 1. 	 Classification of m yelinated nerve 
fibers. 
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Table 2. Number of myelinated nerve fibers in the right recurrent nerve. 
Density of myelin sheath light deepstained with osmic acid 
め収縮があり，染色性も悪く， 4区分は困難である。そ
れで直径 4μ以下のオスミウム酸染色性の悪い細い線維
(小径と中径に相当)と，直径 4μ以上のオスミウム酸染
色性の良い太い線維(大径と最大径に相当)の 2種類に
わけで検索した(表 1)。表 2においてカッコ内左の数字
は細い線維数，右の数字は太い線維数，カッコ外右に合
計数を示している。
反田神経相当枝起始部の有髄線維数は， 細い線維が 
3182本 (60.7%)，太い線維が 2059本 (39.3%)で，合
計 5241本ある。それが喉頭に入る直前の下喉頭神経で
は，細い線維が 1248本 (39.3%)，太い線維が 1925本 
(60.7%)で，合計 3173本になる。心臓などの器官に分
布する神経には，細い線維が 1306本 (70.0%)，太い線
維が 560本 (30.0%)で，合計 1866本ある。反田神経相
当校と迷走神経幹との吻合枝では，細い線維が 718本 
(84.3%)，太い線維が 134本 (15.7%)で， 合計 852本
ある。上および下喉頭神経聞の交通枝では，細い線維が 
145本 (72.5%)，太い線維が 55本 (27.5%)で，合計 
200本ある(表 2，No. 1)。
なお正常体の右反田神経も 3例(表 2，Nos. 2-4) 
観察した。 3例とも迷走神経幹との吻合枝は存在しなか
ったが，それ以外の部位の線維数，細い線維と太い線維
の占める割合は， おおむね破格例のものと一致してい
る。 
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Variant body 
No. 1 (3182，2059) 5241 (1306，560) 1866 (1248，1925) 3173 (718，134) 852 (145， 55) 200 
Normal bodies 
No.2 
No.3 
No. 4-
(2160，1773)3933 
(3593，1629) 5222 
(3788，2191) 5979 
(1570，302).1872 
(2620，467) 3087 
(3780，747) 4527 
(1016，1630) 2646 
( 995，1125) 2120 
( 738，1349) 2087 
(316，197) 513 
(497，314) 811 
(323，178) 501 
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供頭神経の下行線維を皆無と仮定し1以上のことから下
考 案
本破格例の記述は比較的多く，最近は仲西ヘ 嶋田と
福山町 Fuji et al.51，奥村と藤本りの報告がある。
この破格の発現頻度は，報告者により 0.2-1.2%とま
ちまちであるが，観察例数が多くなればおおむね 0.5%
位になる。発生学的考察は Braus & Elze6)その他が述
べているが，正常体においては， rechte Aortenwurzel 
は退化するが，このような破格ではそれが残存するため
に右鎖骨下動脈末梢部原基との短絡となり，右鎖骨下
動脈が大動脈弓下部から起ることになると言われてい
る。 
供頭内1喉頭神経になり，さらにl反回神経は上行して下
で上喉頭神経内枝と交通がある。反回神経がヒトと同じ
型のネコで、は，板橋7)が調べたが， 交通枝内有髄線維数
は 116----277本あり，それらの殆んどは下行性の太い線維
であるという。しかしその下行線維の大部分はl喉頭内の
筋肉と粘膜に分布し，下喉頭神経，さらに反田神経起始
部にまで下行する線維はきわめて少数であるという。今
回の報告はヒトにおける観察であり，交通枝内有髄線維
のうちの下行線維量は不明だが， 板橋7)の成績を考慮し
て，それらの殆んどは下行性と推定できる。 
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Fig. 4. Analysis of the myelinated nerve fibers 
in the right recurrent nerve. 
て，反回神経相当枝の線維の走向を調べた。図 4に示す
ごとく，迷走神経幹吻合枝のうち下喉頭神経に向かう線
維数を a，反回神経相当校起始部に向かう線維数を b，
そのうち器官に分布するものを c，反回神経相当校起始
部の上行線維数を d，そのうち器官に分布するものを 
e，吻合枝から迷走神経幹に逆行するものを fとする。
この数式に測定した線維数(表 2，No. 1) を入れて解
くと，次のようになる。 
1) 細い線維の動向 
①=(bー  c)+d=3182 

②=c+e=1306 

③=a+ (d-e-f)= 1248 

④=a+b+f=718 であるから 
d=2509+f 

b-c=673-f 

a+c=45 となる

このうち fは迷走神経幹から反回神経相当枝に向かっ
た線維のうち再び迷走神経幹にもどった量であり， 常
識的に存在するとは思われず， 0に近い数字のはずで、あ
る。ゆえに反回神経相当枝起始部の有髄線維は，上行線
維 (d)が 2509本 (79%)，下行線維 (b-c)が 673本 
(21%)となる。実際はこのほかに，前述の上・下喉頭
神経間交通枝(⑤)からの下行線維および細い線維自身
の分岐により，若干の変動があると思われる。また f= 
0とすれば，吻合枝(④)から反回神経相当枝に入る線
維 (a+b=718)のうち， 起始部に向かつて下行する線
維は 673本以上 (673+c)，下喉頭神経に向かつて上行
する線維は 45本以下 (45-c) となる。器官に分布する
線維は 1261本以上 (1306ー  c)が反回神経相当枝に， 45 
本以下 (45-a)が吻合枝に由来するものである。 
2) 太い線維の動向
これも前者と同様に数式を解けばよいが，②十③の流
出線維 2485本に対し，①がすべて上行性としても，①
+④の流入線維は 2193本であるo 交通伎(⑤)からの
下行線維 55本を考慮しても，流入より流出の方が多い。
これは太い線維が経過の途中で多数分岐することによる
と考えられる。実際著者らはこの標本作成中に太い線維
の分岐を 1例確認できたし，他の多くの扇形細裂標本研
究者も太い線維の分岐を観察している(伊藤へ Naka-
凶 shiet al.9)。
さて有髄線維の太さと機能の関係については，福山お
よびその協同研究者がおもにイヌでいろいろな部位の神
経を調べてきているが，迷走神経については阿部10う板
橋7)が述べているごとく， 細い線維は副交感性と深部知
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党性，太い線車IEは体制運動性と触覚性と考えられてい
るの
今回の成績は，破格例，正常例とも太い線維は反問神
供頭に1が8096が器官に，20%経を上行し，そのうち約 
分布している。これは太い線維はおもに喉頭筋および|喉
頭粘膜に分布することを示している。
一方細い線維は反回神経を上行し，約半数が器官に，
半数が1供頭に至る。太い線維と異なり，心臓，気管，食
道等の器官に分布する量が多いことから，これを副交感
性と深部知覚性と考えるのは妥当である。また喉頭には
細い線維も多数分布しているのを看過することはできな
し、。
なお破格例において，迷走神経幹から吻合枝を経由し
て反回神経相当枝に入り，そこを下行して再び迷走神経 
供頭1本の細い線維があることは，上・下673幹にもどる
神経間交通枝と同様に，吻合技と反回神経相当枝が迷走
神経下行線維の側副路をなすと考えられる。 
SUMMARY 
The present report describes an anomalous 
cases of the right subclavian artery as the last 
branch of the aortic arch and analysis of the 
nerve fibers corresponding to the right recurrent 
nerve. 
1. Occurrence of this type of variation is 
about 0.596 of cadavers. 
2. The right vagus nerve trunk passed through 
the neck to the thorax crossing before the right 
subclavian artery. There was no branch which 
recurred to the subclavian artery，but there was 
a branch which ran back inner-upward in front 
of the artery to the larynx branching fine fibers 
to the heart，the trachea and the esophagus. It 
was，therefore，considered that this was a sub-
stitute of the recurrent nerve. During its course， 
it anastomosed with the vagus nerve trunk at 
the height of C 7 vertebra. 
3. Number of myelinated nerve fibers in the 

proximal end of the recurrent nerve was 5241 

(3182 less tl山 14μin diameter，2059 more than 
4p). About 80，%of the fibers less than 4μIII 
diameter were ascending toward the larynx in 
the recurrent nerve，ancl 20，%descencling. Thosc 
clescencling fibers were from the vagus nerve 
trunk to the recurrent nervc via the anastomos・ 
ing ramus. 1¥I10st myelinatecl nerve fibers more 
than 4μin diameter were ascencling in the recur-
rent nerve. Some of larger diameter fibers ap-
peared to branch in it. 
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